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 事業概要 

マルチロータ型無⼈機を代表として, ⾶⾏ロボットは災害現場でも利⽤され始めている. しかしな
がら, 現場で広く実⽤されるためには,耐⾵性や⾶⾏制御の頑強性のさらなる向上が求められている. 
特に施設の点検などに利⽤される場合,壁付近での⾶⾏も要求される.壁によって流れ場が⼤きく変わ
るため, オープンスペースでの⾶⾏と⼤きく異なっている. また, 壁と機体との位置関係によって⾶
⾏特性が変化するため,壁と機体の位置関係が機体の⾶⾏特性に与える影響を明らかにし⾶⾏制御⽅
法に取り込むことは,⾶⾏安全性の向上に有効である.  

本研究は ImPACT 研究のタフロボティクスチャレンジの⼀環として実施されており, トンネルを想
定した閉鎖空間内でのマルチロータ機の空⼒特性について調査した.  

 
参考 URL: https://www.jst.go.jp/impact/program/07.html 

 

 JSS2 利用の理由 

JAXA が開発した回転翼航空機向けの CFD 解析コード rFlow3D を利⽤しており,多数のロータの回
転を忠実に模擬しているため,⾶⾏条件ごとの各ケースは多くの計算時間と計算資源を要する.複数ケ
ースを同時に⾼性能で処理できる JSS2 の利⽤が本研究を受託する前提である. 

 

 今年度の成果 

閉鎖空間内での, ホバリング中の 6 ロータのマルチ・ロータの空気⼒とロータ性能の変化を CFD 解
析によって調査した. 閉鎖空間は正⽅形空間とし, 壁からブレード翼端までの距離がロータ直径の 2.0
倍以内に近づくとロータの空⼒性能が顕著に変化した. 閉鎖空間ではロータからの吹き降ろしが循環
し, ロータの発⽣できる推⼒が⼤幅に減少することがわかった. 
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図 1: 閉鎖空間内でのマルチ・ロータの流れ場の様⼦ 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：0.40 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 749,684.66 0.09 
SORA-PP 525,280.31 4.20 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 4,502.50 4.66 
/data 5,096.67 0.09 
/ltmp 2,564.71 0.22 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 7.94 0.28 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
 

プロセス並列⼿法 ⾮該当 
スレッド並列⼿法 OpenMP 
プロセス並列数 1 
１ケースあたりの経過時間 720 時間 
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